
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（東海第二（８２９）） 

２．日 時：平成３０年４月３日 １０時００分～１６時４０分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室 

４．出席者 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

川﨑安全管理調査官、義崎管理官補佐、吉村上席安全審査官、津金主任安全審査官、 

正岡主任安全審査官、村上主任安全審査官、安田主任安全審査官、髙木安全審査官、 

田尻安全審査官、照井安全審査官、日南川安全審査官、関根技術研究調査官、 

千明技術研究調査官、竹内技術参与、堀野技術参与、山浦技術参与、 

髙嶋原子力規制専門員 

 

事業者： 

日本原子力発電株式会社：発電管理室 室長代理 他４５名 

東北電力株式会社：原子力部（原子力業務） 副長 他７名 

東京電力ホールディングス株式会社：原子力設備管理部 設備計画グループ 副長 他１０名 

中部電力株式会社：原子力部 設備設計グループ 主任 他３名 

北陸電力株式会社：志賀原子力発電所 保修部 機械保修課 担当 他４名 

中国電力株式会社：電源事業本部（原子力設備） 担当 他３名 

電源開発株式会社：原子力技術部 設備技術室 担当 他３名 

 

５．要旨 

（１）日本原子力発電から、３月５日、８日、２７日、２９日及び本日の提出資料に基づき、

東海第二発電所の工事計画認可申請に係る説明スケジュール、東海第二発電所の工事計

画認可申請書のうち要目表、強度に関する説明書、健全性に関する説明書、通信連絡設

備に関する説明書、燃料体等又は重量物の落下による使用済燃料貯蔵槽内の燃料体等の

破損の防止及び使用済燃料貯蔵槽の機能喪失の防止に関する説明書並びに原子炉格納施

設の設計条件に関する説明書等について説明があった。原子力規制庁から主に以下の点

について指摘を行った。 

 

【燃料体等又は重量物の落下による使用済燃料貯蔵槽内の燃料体等の破損の防止及び使用済

燃料貯蔵槽の機能喪失の防止に関する説明書関係】 

○ 使用済燃料プールへの悪影響という観点から、使用済燃料プール周辺でスリング又は専

用つり具を用いて重量物を取扱う際の落下防止安全機構、安全率の準拠規格等について

説明すること。 

○ 燃料取替機の片側ワイヤロープ切断時の衝撃荷重評価について、ワイヤ固有周期の考え

方を示すこと。 

○ 使用済燃料プールの機能に影響を及ぼすおそれのある重量物を抽出する際の調査方法、

用いた設計図書及び考え方等を整理して説明すること。 

○ 抽出した重量物に対して、離隔又は固縛あるいは耐震設計で除外する際の考え方を示す

ことともに、重量物の吊上げ移動中の措置についても説明すること。 

○ 原子炉建屋クレーンの落下防止機構であるストッパの点検についての考え方を説明す



 

ること。 

○ キャスクへの燃料収納時の吊上げ高さについて、落下評価に用いる吊上げ高さより、一

部ではあるが実運用の高さの方が高いことについて、考え方を説明すること。 

 

【強度計算書の基本方針関係】 

○ 重大事故等時機械荷重による応力について、当該応力の種類（一次または二次）、評価

部位への影響等、根本的な考え方を整理して提示すること。 

○ 炉心の著しい損傷に至る可能性があると想定するシーケンスにおいて破断想定する原

子炉圧力容器内クラス１配管について、バウンダリ機能を喪失しており応力評価の対象

外とする根拠を他のＢＷＲプラントの対応状況も踏まえて整理して提示すること。 

○ 重大事故等時の耐震評価における地震荷重は、時刻歴応答解析ではなく、スペクトルモ

ーダル解析により最大応答を考慮していることがわかるように図示して提示すること。 

○ 事故時作用荷重について、想定している配管破断の条件等を整理して提示すること。 

○ 地震荷重による応力及び事故時作用荷重による応力について、定量的な評価に基づく比

較した結果を提示すること。 

 

【健全性に関する説明書関係】 

（ブローアウトパネル及びブローアウトパネル閉止装置の設計方針関係） 

○ 健全性説明書関係に対するコメントの回答、追而部分の反映について、いつまでに対応

するのか、具体的な対応スケジュールを整理して提示すること。 

 

【通信連絡設備に関する説明書関係】 

〇SPDS 及びデータ伝送設備の構成、バックアップラインの対象パラメータ等の考え方を整

理して提示すること。 

 

【原子炉格納施設の設計条件に関する説明書関係】 

○ ペデスタル排水系の工認対象範囲について、詳細を説明すること。 

 

（２）日本原子力発電から、本日の指摘等について了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

提出資料： 

・工事計画に係る補足説明資料 補足-180-2【燃料体等又は重量物の落下による使用済燃料

貯蔵槽内の燃料体等の破損の防止及び使用済燃料貯蔵槽の機能喪失の防止に関する説明書

に係る補足説明資料】 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却能力に関する説明書 

・工事計画に係る補足説明資料 補足-180-3【使用済燃料貯蔵槽の冷却能力に関する説明書

に係る補足説明資料】 

・工事計画に係る補足説明資料 強度に関する説明書のうち補足-421-6【重大事故等クラス

２機器であってクラス１機器の強度評価の方針について】 

・東海第二発電所 工認ヒアリング 年間説明スケジュール表（案） 



 

・クラス１機器及び炉心支持構造物の応力腐食割れ対策に関する説明書 

・東海第二発電所 クラス１機器及び炉心支持構造物の応力腐食割れ対策に関する説明書に

係る補足説明資料 

・工事計画に係る補足説明資料 計測制御系統施設のうち補足-240-5【通信連絡設備に関す

る補足説明資料 通信連絡設備について】 

・日本原子力発電株式会社 東海第二発電所 工事計画審査資料 計測制御系統施設のうち

通信連絡設備（添付書類） 

・東海第二発電所 ブローアウトパネル及び関連設備の必要機能と確認方法 

・東海第二発電所 ブローアウトパネル及び関連設備の必要機能と確認試験の方法について 

・ブローアウトパネル関連設備の設計方針 

 


